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高砂駅前まちづくり構想をとりまとめました！

会長 関根 芳夫

高砂地区開発協議会 会長 関根 芳夫

高砂地区開発協議会では、平成14年から、京成高砂駅付近の「開かずの踏切」解消に向
けて、鉄道立体化の推進と、鉄道立体化の事業効果を高めるための総合的なまちづくりに取
り組んでいます。
駅周辺地区まちづくり検討会において、駅前広場整備を見据えたまちづくりの検討を進め、

令和３年７月に「高砂駅前まちづくり構想」をとりまとめるなど、地域の皆様のご協力によ
り、高砂駅周辺地区のまちづくりの機運は着実に高まっております。
このようなまちづくりの進捗を踏まえ、高砂地区開発協議会では、この度、東京都に対し、

鉄道立体化の早期実現とまちづくりの支援に向けた要望書を葛飾区と連名で提出しました。
今後も鉄道立体化とまちづくりの早期実現に向けた取り組みを推進してまいりますので、

地域の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

駅周辺地区まちづくり検討会では、駅前広場整備を見据えた高砂駅

前のまちづくりについて、地域の皆様と意見交換を進め、『高砂駅前

まちづくり構想』を令和３年７月にとりまとめました。

京成高砂駅北口地区市街地再開発準備会設立へ！

『高砂駅前まちづくり構想』の実現に向け、

より本格的な検討を進めるため、新たに駅北

口地区の対象権利者を中心とした「京成高砂

駅北口地区市街地再開発準備会」の設立に向

けた検討が進められています。
【対象範囲】
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～まちの現況・課題について～

＜駅周辺地区まちづくり検討会＞

駅周辺地区まちづくり検討会では、駅前広場整備を見据え、まちの課題や、今後

のまちづくりの方向性について意見交換を進めてまいりました。

そして、駅北口を「駅前の新たな賑わい拠点」と位置付けた『高砂駅前まちづく

り構想』を令和３年7月にとりまとめました。
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協議会ではまちづくりのPR活動として、毎年高砂音
楽祭に出展してパネル展示等を実施してまいりました。
しかし、新型コロナウイルス感染拡大の影響で、高

砂音楽祭でのPR活動実施が難しかったため、令和２年
度・令和３年度は高砂地区センター等にて「まちづく
りパネル展示会」を開催し、パネル展示とアンケート
調査を実施しました。

完成した『高砂駅前まちづくり構想』は４･5ページをご覧ください！➡

＜まちづくりパネル展示会（令和２年11月・令和３年１０月）＞

～まちづくりの方向性を考えるワークショップ～

⚫ 多目的な利用ができる施設をつ
くって人口や乗降客数を増やす
ことが重要

【駅前広場を活用したお祭り】

鎌ケ谷駅前

【賑わいのある商店街】

糀谷駅付近

～まちづくり構想のとりまとめ～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

青木区長にもご回答いただきました！

【アンケートでいただいたご意見（抜粋）】

・鉄道立体化やまちづくりの
早期実現に向けて、積極的に取り組んでほしい。

・まちづくりの情報をもっと積極的に周知してほしい。
・若い世代を考えたまちづくりが重要である。
・踏切が解消され、南北が賑わう街になってほしい。
・災害に強い、安全な街にしてほしい。
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発行元：高砂地区開発協議会 会長 関根 芳夫
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高砂地域整備担当係 林、松本、中村

電 話： 03-5654-8344(直通) FAX：03-3697-1660

はやし まつもと なかむら

★高砂地区開発協議会とは？
高砂地区開発協議会は、京成高砂駅付近の５つの自治町会・４つの商店会によって平成14年に発足した地

域団体で、京成高砂駅付近の「開かずの踏切」の解消に向けて様々な取り組みをしています。
１ 京成高砂駅～江戸川駅付近の鉄道立体化実現のための活動
国・東京都・葛飾区・京成電鉄（株）へのはたらきかけ（請願書、要望書、署名等の提出）
２ 高砂駅周辺地区（高砂２丁目～５丁目ほか）のまちづくりに関する活動
○まちの現状把握（まち歩き、まちの問題点・課題点の整理、アンケート調査など）
○まちづくりの事例研究・高砂駅周辺地区のまちづくりの検討・まちづくり構想のとりまとめ等
３ 鉄道立体化及び高砂駅周辺地区のまちづくりに関するPR
「高砂地区開発協議会ニュース」の発行、地域イベント等でのまちづくりの普及・啓発活動

高砂地区開発協議会は、令和３年10月12日に青木区長並びに秋本区議会

議長（当時）と共に東京都を訪問し、鉄道立体化の早期実現とまちづくりの

支援に向けた要望書を、葛飾区と連名で東京都知事宛てに提出しました。

当協議会の関根会長からは、「高砂駅周辺地区のまちづくりの機運は着実

に高まっており、鉄道立体化の早期実現と高砂駅周辺地区のまちづくりに対

する支援が必要不可欠である」と要望しました。

今後も鉄道立体化とまちづくりの早期実現に向けた取り組みを推進してま

いります。

左から関根協議会会長、秋本 区議会議長、青木区長、

中島 東京都建設局長、福田 東京都都市整備局技監、奥山東京都建設局道路監

〈HPはこちら〉
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